
TES型マイクロカロリーメータによる 241Am、238Pu及び 239Pu線源の
L X線スペクトル計測	 

Spectroscopic measurements of L X-rays emitted by 241Am, 238Pu and 239Pu sources with 

using a TES microcalorimeter 
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プルトニウム(Pu)などの超ウラン元素から放出されるα線は透過力が弱いので、試料に混在す

る Pu を外部からのα線スペクトル計測により分析することは不可能である。一方、Pu からはα

崩壊に伴う L X線が放射されており、この L X線を Ge半導体検出器により検出する非破壊測定

法が汚染トラブル時の体外放射線計測（肺モニタ）に適用されている。しかしながら、Puの L X

線はエネルギースペクトルに近接して多数のピークを有するので、Ge半導体検出器のエネルギー

分解能では、正確な L X線のピーク同定が困難である。さらに、非破壊測定法における L X線の

ピーク強度解析に必要となる L X線放出率の実験データも十分に整備されていない。そこで、我々

は、高分解能を有する検出器である TES型マイクロカロリーメータによる高エネルギー分解能 L 

X 線スペクトル計測法を開発している。TES 型マイクロカロリーメータの検出効率の向上のため

には、多ピクセル化により検出面積を広げることが有効である。そこで、本研究では、多ピクセ

ル化へ向けた開発の知見を得るために、4ピクセル TES型マイクロカロリーメータを試作した。4

ピクセル TES型マイクロカロリーメータを希釈冷凍機に取り付け、241Am、238Pu及び 239Pu線源か

ら放射される L X線のスペクトル計測実験を行った。図 1に 241Am、238Pu及び 239Pu線源から放

射される L X 線を同時に計測したと

きに得られたエネルギースペクトル

を示す。図中に現れている多数のピー

クは、使用した線源のα崩壊後の元素

であるNpとUの L X線エネルギーと

対応づけることができた。エネルギー

分解能は Np-Lβ1（17.75keV）ピーク

に対して半値幅 38.5eV であり、個々

の主要な L X 線ピークを明確に同定

されるので、L X線スペクトル計測に

よる Amと Pu元素の非破壊分析が可

能であることが実証された。 

 

図 1 241Am、238Pu及び 239Pu線源から放射される L X線を
同時に計測したときのエネルギースペクトル 
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